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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
前期の基盤研究（Ｓ）（2006-2009 年度）で開始した若年・壮年パネル調査、並びにそれ以前に開始し

た高卒パネル調査を継続して実施することが本課題の主目的であり、調査データは順次公開を約束して

いる。このような本格的なパネル調査は日本では稀であるので、学界への大きな貢献となることは疑い

得ない。東日本大震災に見舞われたにもかかわらず、困難を乗り越える方法を工夫し、3 年分の調査を

無事に実施したことは評価できる。 
しかし、クリーニング等に時間がかかるのでやむを得ない面もあるとはいえ、今期に実施した第 5~7

波の調査データを用いた分析結果はまだほとんど公刊されていないので、今後は分析面により力を入れ

ることが望まれる。 


